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陸
別
町
の
開
拓
は
１
９
０
２
（
明
治
35
）
年
に
始
ま
り
、

１
９
１
９
（
大
正
８
）
年
、
前
身
と
な
る
淕
別
（
り
く
ん

べ
つ
）
村
が
誕
生
し
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
語
の
「
リ
ク
ン
ベ

ツ
」
は
「
高
い
と
こ
ろ
を
流
れ
る
川
」
と
い
う
意
味
で
、「
天

の
川
」
の
こ
と
だ
と
い
う
。
こ
こ
は
昔
か
ら
星
空
に
か
か

わ
り
の
あ
る
地
名
だ
っ
た
。

　

陸
別
は
日
本
一
寒
い
ま
ち
で
も
あ
る
。
２
月
２
～
３
日

に
は
恒
例
の
「
し
ば
れ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
９
」
が

開
か
れ
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
参
加
者
が
訪
れ
た
。
今
冬

の
全
国
最
低
気
温
マ
イ
ナ
ス
31
・
８
度
は
２
月
９
日
、
陸

別
で
記
録
し
て
い
る
。陸
別
は
林
業
と
酪
農
の
町
で
あ
る
。

現
在
の
人
口
は
２
３
８
６
人
（
本
年
１
月
末
現
在
）
だ
が
、

１
９
２
０
年
に
実
施
し
た
第
１
回
国
勢
調
査

で
は
５
４
６
７
人
で
、
ピ
ー
ク
は
１
９
５
５

年
調
査
の
８
７
９
３
人
だ
っ
た
。
１
９
４
９

（
昭
和
24
）
年
に
「
陸
別
村
」
と
改
称
し
、

１
９
５
３
年
か
ら
陸
別
町
に
な
っ
た
。

　

陸
別
町
の
シ
ン
ボ
ル
は
「
銀
河
の
森
天
文

台
」
で
あ
る
。
正
式
名
称
は
「
り
く
べ
つ
宇

宙
地
球
科
学
館
」。
一
般
公
開
型
の
天
文
台

と
、
名
古
屋
大
学
宇
宙
地
球
環
境
研
究
所
の

「
陸
別
観
測
所
」
や
国
立
環
境
研
究
所
の
「
陸

別
成
層
圏
総
合
観
測
室
」
が
併
設
さ
れ
、
主

に
成
層
圏
・
対
流
圏
の
大
気
や
オ
ー
ロ
ラ
等

の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
天
文
台
が
で
き
る
き
っ
か
け
は
、
１
９
８
９
年
10

月
に
現
れ
た
オ
ー
ロ
ラ
だ
。太
陽
活
動
が
極
大
期
を
迎
え
、

陸
別
に
見
事
な
赤
い
オ
ー
ロ
ラ
が
現
れ
た
。
そ
の
写
真
が

全
国
紙
の
１
面
ト
ッ
プ
を
飾
り
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
陸
別
町
が
「
オ
ー
ロ
ラ

の
ま
ち
」
と
し
て
世
界
中
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

当
然
、
研
究
者
た
ち
は
、
こ
こ
に
高
感
度
カ
メ
ラ
を
設

置
し
て
連
続
観
測
を
続
け
れ
ば
、
多
く
の
デ
ー
タ
が
得
ら

れ
る
に
違
い
な
い
と
考
え
た
。
町
は
「
ま
ち
お
こ
し
」
の

起
爆
剤
に
し
よ
う
と
、
専
門
家
を
招
い
て
オ
ー
ロ
ラ
に
つ

い
て
の
町
民
向
け
の
講
演
会
を
開
い
た
。
こ
れ
で
町
と
研

究
者
ら
の
つ
な
が
り
が
で
き
、
公
共
天
文
台
を
建
設
し
よ

う
と
い
う
気
運
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。

　

銀
河
の
森
天
文
台
が
で
き
た
の
は
１
９
９
８
年
７
月
７

日
。
昨
年
、
20
周
年
を
迎
え
た
が
、
開
館
の
準
備
に
５
年

か
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
天
文
台
を
、
立
ち
上
げ
か
ら
牽

引
し
て
き
た
の
が
館
長
の
上
出
洋
介
氏
で
あ
る
。
小
樽
市

出
身
で
、
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
。
オ
ー
ロ
ラ
な
ど
の
宇

宙
空
間
物
理
学
を
専
門
と
し
、
国
内
外
の
学
会
の
要
職
を

歴
任
す
る
第
一
人
者
で
あ
る
。
上
出
館
長
は
、
全
国
共
同

利
用
の
研
究
所
と
公
共
天
文
台
が
一
つ
屋
根
の
下
に
同
居

す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
科
学
館
に
つ
い
て
、
学
術
研
究
の
場
で

あ
る
と
と
も
に
、
住
民
ら
に
は
「
学
校
で
教
え
な
い
ナ
マ
の

科
学
を
体
験
し
、宇
宙
で
の
人
間
の
立
場
を
考
え
直
す
場
所
。

こ
こ
で
自
然
と
の
対
話
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
広
く
呼
び

か
け
て
い
る（『
り
く
べ
つ
天
文
台
だ
よ
り
２
０
１
８
夏
号
』）。

　

こ
の
天
文
台
、
難
し
い
理
屈
は
分
か
ら
な
く
て
も
星
空

を
楽
し
め
る
。
何
せ
、
日
本
最
大
級
の
１
１
５
セ
ン
チ
反

射
大
型
望
遠
鏡
や
、
大
型
双
眼
鏡
な
ど
で
、
そ
の
時
期
に

見
ご
ろ
の
惑
星
や
月
、
遥
か
か
な
た
の
星
雲
や
星
団
、
銀

河
な
ど
を
、
解
説
付
き
で
見
せ
て
も
ら
え
る
の
だ
。
今
年

2016年8月12日、ペルセウス座流星群の
観望に訪れた人たち。条件が良ければ40
個以上の流星を見ることができるという

青 木 和 弘

十勝管内陸別町

銀河の森天文台
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の
３
月
は
ま
だ
火
星
や
天
王
星
が
見
ら
れ
、
７
～
８
月
は

人
気
の
木
星
や
土
星
も
ば
っ
ち
り
見
ら
れ
る
。
昼
間
で
も

晴
れ
て
い
れ
ば
明
る
い
恒
星
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

１
階
の
展
示
室
に
は
、
オ
ー
ロ
ラ
や
星
雲
な
ど
の
パ
ネ

ル
展
示
や
、
宇
宙
探
検
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
、
70
イ
ン
チ

大
型
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
宇
宙
の
体
験
番
組
で
楽
し
く
学
習

が
で
き
、
土
・
日
・
祝
日
に
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
も
観
賞

で
き
る
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
終
わ
っ
た
が
１
月
下
旬
か
ら
２

月
上
旬
に
「
オ
ー
ロ
ラ
ウ
イ
ー
ク
」
が
開
か
れ
、
カ
ナ
ダ

の
イ
エ
ロ
ー
ナ
イ
フ
の
オ
ー
ロ
ラ
を
生
中
継
し
、
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
専
門
的
に
な
る
が
研

究
所
の
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
内
容
や
、
初
期
の
こ
ろ
の

「
宇
宙
線
」
の
観
測
実
験
な
ど
が
分
か
り
や
す
く
展
示
さ

れ
て
い
る
。　
　

天文台と天空を赤く染めた低緯度オーロラ＝2004年11月８日。１月下旬から２月初旬には、カナダのイエローナイフか
らのオーロラ生中継を天文台のプラネタリウムで見ることができる。本稿の写真はすべて銀河の森天文台提供

お
お
ぐ
ま
座
の
し
っ
ぽ
の
あ
た
り
に
あ
る
Ｍ
51
銀
河
。
二
つ

の
銀
河
の
形
が
大
小
で
親
子
の
よ
う
な
の
で
子
持
ち
銀
河
と

呼
ば
れ
る
。
距
離
：
２
５
０
０
万
光
年


